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１．はじめに 

 

国土交通省では，大規模地震及びそれに伴う津波に対

し効果的な対策を講じるため，所管施設を中心とした被

害を予測するための体系的な検討を実施している。例え

ば，道路施設については道路橋に作用する津波外力の検

討が行われている1)．また，河川分野について地形変化

等を考慮した背後地域の被害想定が行われている2)．港

湾は交通の結節点であり，災害時も重要な役割を果たす

ことが期待されている．港湾及び背後地域における津波

被害については，浸水，流出等による直接被害及び港湾

機能の低下による間接被害に着目した検討を実施してき

ている3)-4)．ただし，港湾と背後地域とを結ぶ物流・人

流ルートの津波に対する脆弱性に関する検討はほとんど

ない．そこで，その評価手法についてモデル地域を対象

とした検討を実施した． 

 

２．港湾と背後地域とを結ぶ主要経路の抽出 

 

（１）対象とした地域 

南海地震の発生が懸念されている高知港及びその周

辺地域をモデル地域として検討を行った． 

（２）高知港における物流・人流面の流動状況 

表－１に，高知港の地区別の取扱貨物量及び港湾関

連労働者数を示す．また，図－１に，各地区の位置を示

す．これより，物流面は，湾内西岸の北部及び湾内東岸

の北部～南部地区を中心に活発な流動が発生していると

考えられる．人流面は，湾内東岸の南北方向の活発な流

動が発生していると考えられる．また，湾内西岸の南北

方向の通勤・通学等による流動，湾口部での東西方向の

観光客の流動等が生じていることが分かった． 

（３）物流・人流の主要経路 

 物流・人流の主要経路として，高知港周辺の国道，主

要地方道・県道及び臨港道路を抽出した．図－２に示す． 
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表－１ 高知港の地区別の取扱貨物量及び港湾関連労働者数 
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図－１ 高知港の主要地区の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 抽出した物流・人流の主要経路 

 

３．津波数値シミュレーションによる浸水範囲の予測 

 

津波数値シミュレーションにより高知港周辺の浸水

範囲の予測を行った．津波数値シミュレーションは国土
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交通省四国地方整備局による既往の検討を利用した．鉛

直方向に積分した非線形長波理論によるモデル，計算の

最小格子の大きさは 12.5m，地震規模・断層位置は安政

南海地震（M8.4）と同じである．ただし，浸水痕跡との

比較等で定めた補正係数を用いた．地形は現況地形，潮

位は朔望平均満潮位とし，湾内 79 箇所の陸閘を開放し

た場合及び閉鎖した場合について行った．図－３に陸閘

開放及び陸閘閉鎖の場合の浸水予測範囲をそれぞれ示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 陸閘開放の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 陸閘閉鎖の場合 

図－３ 津波による浸水予測範囲 

 

４．物流・人流ルートの津波に対する脆弱性の評価 

 

（１）通行に障害が発生する道路延長による評価 
まず，津波により浸水が生じると通行に障害が発生

するとして，その道路延長を求めた．ただし，通行可能

な津波限界浸水深を考慮すること等が今後の課題である．  
（２）走行台数を考慮した被害指標による評価 
（１）の各区間延長に，平常時の平日昼間の単位時

間あたり走行台数の測定値5)を乗じ，それを全区間につ

いて累計し「走行台数を考慮した被害指標」を算定した．

ただし，今回用いた走行台数の測定値は平常時の一般車

両を含めた走行台数であり，この中には港湾発着の物

流・人流以外の通過交通等を含んでいること，また，災

害時の走行台数の変化を考慮すること等が課題である． 
（３）迂回による走行距離増加を考慮した脆弱性指標 

 （１）の各区間について，迂回経路のうち最短距離の

ものを抽出し，その距離に平常時の平日昼間の単位時間

あたり走行台数の測定値5)を乗じ，それ全区間について

累計し「迂回による走行距離増加を考慮した脆弱性指

標」を算定した．ただし，（２）と同様の課題がある． 

（４）高知港周辺を対象とした試算結果 

図－４に，高知港周辺の（１）～（３）の試算結果

を示す．陸閘閉鎖により，通行に障害が発生する道路延

長は約 45％に低減した．また，走行台数を考慮した被

害指標は約３割に低減した．迂回による走行距離増加を

考慮した脆弱性指標は約６割に低減する結果となった． 
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図－４ 高知港周辺を対象とした試算結果 

 

５．おわりに 

 

・港湾と背後地域とを結ぶ物流・人流ルートの津波に対

する脆弱性の評価手法について検討・提案した． 
・高知港をモデル地域として津波で通行に障害が発生す

る道路延長，走行台数を考慮した被害指標，迂回に

よる走行距離増加を考慮した脆弱性指標を試算した． 
・今後，評価手法のより詳細な検討を行う予定である． 
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